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１．本発表の概要１．本発表の概要
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１．本発表の概要１．本発表の概要

近年、東京を始めアジア各地で50階建てを越すような超高層ビルの建設が進んでいる。
しかし、建物が高層化すればするほど問題になるのが、エレベータに割かれるスペース
である。

エレベータは高層ビルには必要不可欠な物だが、朝夕の出社時、退社時のピークとなる利
用数に十分に対応できるだけの運搬能力を確保しようとすると、本体の巻き上げ機や、周
辺設備に割かれるスペース（数を含む）がどうしても大きくなってしまう。これは、土地の効
率利用を考えれば無駄である。

このような諸問題を解決したのが、六本木ヒルズの象徴とも言える地上54階建ての六本
木ヒルズ森タワーに導入されたＯＴＩＳ社製の世界初のイノベーティブなエレベーター「スーパ
ーダブルデッキエレベーター」であった。

本資料は、森ビル設計本部建設設計の添川光雄様へのインタビュー、スーパーダブルデッ
キエレベーターを開発・設計した日本OTIS社様へのヒアリング、チームメンバーとのディスカ
ッションに加え、ウェブサイト・文献資料などの調査を経て、主に、同エレベーターの概要と
将来性について検討を重ねてきた。

本日は、スーパーダブルデッキエレベーターのご説明と、開発経緯、今後の同エレベーター
の市場性について、ご報告をいたします。
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２．エレベーターの歴史２．エレベーターの歴史

4Copyright © 2004 academyhills Innovation Management 31st. All rights reserved.



２－１．エレベーターの歴史２－１．エレベーターの歴史

エレベーターが普及しはじめたのは今から約150年前

動力ＥＶ動力ＥＶ動力ＥＶＥＶの始まりＥＶの始まりＥＶの始まり 日本初のＥＶ日本初のＥＶ日本初のＥＶ ＥＶの普及ＥＶの普及ＥＶの普及 電動式ＥＶ電動式ＥＶ電動式ＥＶ ダブルデッキＥＶダブルデッキＥＶダブルデッキＥＶ

歴 史歴 史
アルキメデスのＥ
Ｖ（紀元前236年）

動力（蒸気機関
式）ＥＶ（1835年）

水圧式EV（1845
年）

偕楽園のＥＶ
（1842年）

オーチスの安全
装置（1854年）

ドイツのシーメン
スハルスケ社
（1880年）

エッフェル塔の斜
行EV（1889年）
垂直２階建てEV
（1932年）

出来事出来事
世界最初のEVは、
紀元前236年にア
ルキメデスがドラ
ムにロープを巻き
つけた人力式のも
のを古代ローマ皇
帝の宮殿に3台設
置したのが最初と
いわれている

動力を使用した
EVが出現したの
は、1835年に蒸
気機関を使用した
荷物用のEVがイ
ギリスの工場で使
われたのが最初

１８４５年には水
圧式EVも登場し
た

偕楽園の休息所
や集会所であった
好文亭に設置さ
れたもので、食事
や本を運搬するた
めに利用された。
１階で物を入れて
３階でロープを引
いて持ち上げる人
力式のEV

ニューヨークのク
リスタルパレスで
開かれた博覧会
で安全装置の機
能を実演し、EVの
安全性を証明した
ことから、その後
EVが普及しはじ
めた

ドイツのシーメン
スハルスケ社がマ
ンハイムで開催さ
れた博覧会に初
めて電動式EVを
出品

エッフェル塔に、２
階建てキャビンの
斜行EVをオーチ
ス社が設置した。
これが事実上の
世界初のダブル
デッキEV

垂直に上下する２
階建てEVが初め
て登場(ＮＹシティ
サービスビル)

* 出典：日本エレベーター協会
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２－２．ダブルデッキエレベーターの施工例２－２．ダブルデッキエレベーターの施工例

ダブルデッキ（2階建て）エレベーターの歴史は古い

* 出典：ダカーポ

施工年 名称 所在地 エレベーター会社

１８８９

１９３２

１９７２

１９７３

１９７３

１９７４

１９７４

１９７６

１９８６

１９８９

１９９２

１９９４

１９９５

１９９６

２００３

エッフェル塔

シティーズサービスビル

大林本店

興和22ビル

アモコビル

シアーズタワー

ジョン・ハンコックビル

シティコープ・センター

トレジュアリー・ビル

シェアソン・リーマン・プラザ

サン・ハン・カイ

リバーサイド隅田

上海テレビ塔

クララルンプール･シティセンター･タワー１＆２

六本木ヒルズ森タワー

パリ

ＮＹ

大阪

東京

シカゴ

シカゴ

ボストン

ＮＹ

シンガポール

ＮＹ

香港

東京

上海

クアランプール

東京

オーチス

オーチス

三菱

日立

オーチス

ウェスティングハウス

オーチス

オーチス

オーチス

オーチス

オーチス

三菱

オーチス

オーチス

オーチス他

* 国内では、１９７２年の大林本店ビルに初めて導入。その後は１９７３年の興和２２ビルと１９９４年のリバーサイド隅田に設置されている。森タワーは国内４例
目の２階建てエレベーターとなるが、それまでの２階建てエレベーターが全て階高固定式であったのに対し、森タワーでは世界で初めて階高調節可能な２階
建てエレベーターが導入された。なお、興和２２ビルは既に取り壊されているため、国内に現存する２階建てエレベーターは３箇所である。
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３．スーパーダブルデッキ・エレベーターとは？３．スーパーダブルデッキ・エレベーターとは？
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３－１．ＳＤＤの特徴３－１．ＳＤＤの特徴

従来のエレベーターとＳＤＤが最も違う点、優れた点はエレベーターが伸び縮みすることである

ポイントポイントポイント

このパンタグラフの部分が特許

スーパーダブルデッキ・エレベータースーパーダブルデッキ・エレベータースーパーダブルデッキ・エレベーター

SDDエレベーターは、かごが2階建てある

スーパーダブルデッキエレベーターは、伸び縮みが可能な点が

従来のダブルデデッキエレベータ－と大きく異なるのが特徴

従って階高が違うビルにも柔軟に対応できる

上かごと、下かごに分かれ、上かごは偶数階フロア、下かごは

奇数階フロアにそれぞれ停まる

そのためエントランスホールは、ロワーロビーとアッパーロビー

に分けられている

同エレベーターの導入によって輸送能力は従来の1.8倍、コア面

積は4割以上も省スペース化された

現在、六本木ヒルズ森タワーには全部で67台のエレベーターが

稼動し、うち37台がスーパーダブルデッキエレベーター（以下ＳＤ

Ｄ）である

8Copyright © 2004 academyhills Innovation Management 31st. All rights reserved.



３－２．ＳＤＤの最大のメリット３－２．ＳＤＤの最大のメリット

階高差にもフレキシブルに対応できる。従って、ビル発注者のニーズに対応できる

通常のダブルデッキ･エレベーター スーパーダブルデッキ･エレベーター 天井高の違い
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Office

Office

Office

Office

Office

Office

Entrance

Entrance

（通
常
の
ビ
ル
）

各
階
と
も
天
井
の
高
さ
は
固
定

リーマンブラザーズ 33F

リーマンブラザーズ 31F
ディーリングフロア

リーマンブラザーズ 32F

・・・

4.5m

4.1m

4.1m

4.1m

Entrance 3F

Entrance 2F

・・・

MORI  ART MUSEUM 53F

TOKYO CITY VIEW 52F

伸
び
る

伸
び
る

縮
む

（六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
）

階
の
天
井
を
高
く
で
き
る

リーマンブラザーズ 30F

・・・



３－３．シングルとダブルデッキエレベーターの機能比較３－３．シングルとダブルデッキエレベーターの機能比較

SDDを含む2階建ての方が全てにメリットがある。昇降路のための面積は約4割以上も減り、逆に輸送力は1.5倍に増える

各機能の要素 シングルデッキとダブルデッキの能力の違い メリット

ダブルデッキ

シングルデッキ

ダブルデッキ

シングルデッキ

シングルデッキ

19秒

29秒

2,000人

６０台

10Copyright © 2004 academyhills Innovation Management 31st. All rights reserved.

3,000人

４０台

ダブルデッキ

シングルデッキ 32,300㎡

22,500㎡

ダブルデッキ

必要となる台数必要となる台数

輸送能力/5分間輸送能力/5分間

平均出発間隔平均出発間隔

コア面積
（エレベーター専有面積）

コア面積
（エレベーター専有面積）

台数が少なくてもよい

輸送能力が1.5倍

待つ人がイライラしない

省スペースですむ

※ 上記は54階建てビルを想定したもの

※ 出典：ダカーポ



４．スーパーダブルデッキ・エレベーターに込められた思い４．スーパーダブルデッキ・エレベーターに込められた思い
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４－１．ＳＤＤに込められた思い４－１．ＳＤＤに込められた思い

ＳＤＤは森ビルの発想とＯＴＩＳ社の執念である

対応するエレベーター構造

六本木ヒルズに
込められた思い
＝森稔社長の思い

住んで面白く文化の
香りがする職住近郊
型の多機能高層都市

思いの実現に必要
となる建物の構造

超高層ビル

多様な高さのフ
ロア＝様々な
機能が一つの
建物に同居

六本木ヒルズ森
タワー「５４階建て」

オフィス、住宅、
店舗、文化施設等

ダブルデッキエレベーター

（→機能的な輸送）

パンタグラフの装備

（→各フロア対応の柔軟性）
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４－２．ＳＤＤに込められた思い４－２．ＳＤＤに込められた思い

世界初の電動エレベーター

を実用化した「ＯＴＩＳ社」の

挑戦

世界初の電動エレベーター

を実用化した「ＯＴＩＳ社」の

挑戦

新時代のモデル的街作りを

進めようとする「森ビル」の

挑戦

新時代のモデル的街作りを

進めようとする「森ビル」の

挑戦

両者が合致した時両者が合致した時

イノベーションが起こったイノベーションが起こった

スーパーダブルデッキエレベーターの誕生スーパーダブルデッキエレベーターの誕生
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５．ＳＤＤはイノベーションになりうるか？５．ＳＤＤはイノベーションになりうるか？
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５－１．市場環境と展望５－１．市場環境と展望

販売対象となる市場はほとんど新築の超高層ビルに限られるが、SDDはその特性からニーズが高くなると思われる

メリットメリットメリット デメリットデメリットデメリット

フレキシブル方式により各階の高さを自由でき、テナント
の幅を広げられる

少なくなった分だけ床面積を有効に使える

輸送能力が倍になる

超高層ビルのニーズが高い

SDDの特性から新規のビルでも超高層ビルに限られる

既存のビルでは交換コストが高い
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５－２．ＯＴＩＳ社の今後の展望５－２．ＯＴＩＳ社の今後の展望

有利な点有利な点有利な点

先行技術

競合他社のＤＤに比べ、ビルの設計をより
自由にしている点で超高層ビルのエレベー
ター受注活動においては競合他社よりも
先手を打っている

特許 競合他社への参入障壁 独占市場を形成するが
狭小市場に対する販売
戦略の重要性競合他社が同じ手法でＳＤＤを作る場合には

フィービジネスもできる仕組みになっている

開発コスト

競合他社が新しい仕組みで高さ調整機能を
開発するには、かなりの設備投資が必要と
考えられるため、市場規模との兼ね合いから
安易にこの市場への参入は考えられず、特許
使用料を選択する可能性は高いと推測される

16Copyright © 2004 academyhills Innovation Management 31st. All rights reserved.



５－３．まとめ５－３．まとめ

健全な自転車操業を目指して

イノベーションか
らの果実（利益）
イノベーションかイノベーションか
らの果実（利益）らの果実（利益）

イノベーションの
ための蓄え
イノベーションのイノベーションの
ための蓄えための蓄え

イノベーションの
実現
イノベーションのイノベーションの
実現実現

多機能高層都市のノウハウ

アジア市場への進出と
都市創り・再生 六本木ヒルズ森タワー
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